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m
玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介
百

石
瀧
　
豊
美
膏

福
岡
表
替
聞
懐
旧
談
　
0

来
年
は
、
西
南
戦
争
一
二
〇

年
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
っ

て
い
る
。
西
南
戦
争
の
一
局
面

と
し
て
闘
わ
れ
た
「
福
岡
の
変
」

は
、
玄
洋
社
の
誕
生
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
出
来
事
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
「
福
岡
の
変
」
に

つ
い
て
は
よ
る
べ
き
史
料
も
乏

し
く
、
そ
の
経
緯
を
た
や
す
く

知
る
こ
と
の
で
き
る
書
物
は
皆

無
に
等
し
い
。
ヨ
玄
洋
社
社
史
』

の
他
に
は
、
わ
ず
か
に
、
黒
龍

全
編
さ
ん
の
『
西
南
記
伝
』
と
、

徳
富
蘇
峰
の
『
近
世
日
本
国
民

史
』
が
、
部
分
的
に
頁
を
割
い

て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。

一
般
の
歴
史
書
や
歴
史
年
表

で
は
、
明
治
七
年
の
佐
賀
の
乱
、

九
年
の
秋
月
の
乱
、
萩
の
乱
、

神
風
連
の
乱
、
そ
し
て
十
年
の

西
南
戦
争
に
は
ふ
れ
て
い
て

も
、
「
福
岡
の
変
」
に
言
及
し
た

も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
独
立

し
た
意
義
を
与
え
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
西
南
戦
争
の
蔭
に
埋
没

し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。そ

う
し
た
中
で
、
旧
福
岡
藩

士
江
島
茂
逸
（
筆
名
・
清
漣
野

生
）
の
手
に
な
る
『
明
監
轟

福
岡
表
替
聞
懐
旧
談
』
は
、
「
福

岡
の
変
」
を
対
象
と
し
た
歴
史

叙
述
と
し
て
ほ
と
ん
ど
唯
一
の

業
績
で
あ
る
　
（
明
治
丁
丑
と
は

明
治
十
年
の
こ
と
）
。
江
島
の
著

述
は
公
刊
さ
れ
た
も
の
が
ま
れ

で
、
こ
れ
も
稿
本
な
い
し
は
写

本
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
お
り

（
か
ね
て
関
心
を
持
っ
て
い
た

の
で
、
手
元
に
い
く
つ
か
収
集

し
て
い
る
）
、
江
島
の
生
前
に
刊

行
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
戦
後
、

内
田
義
彼
氏
に
よ
っ
て
小
冊
子

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
も
現
在
で
は
ま
ず
入
手
す
る

こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
。

本
欄
を
借
り
て
、
順
次
、
『
福

岡
表
替
聞
懐
旧
談
』
を
連
載
す

る
こ
と
に
す
る
が
、
底
本
と
し

て
は
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
入
手

し
て
い
る
上
下
二
巻
本
の
写
本

を
利
用
す
る
。
こ
れ
は
玄
洋
社

所
蔵
の
原
本
を
昭
和
十
五
年
に

筆
写
し
た
も
の
で
、
原
本
は
お

そ
ら
く
戦
災
で
失
わ
れ
て
い
る

だ
ろ
う
か
ら
、
今
と
な
っ
て
は

貴
重
で
あ
る
。

（
註
）
　
翻
刻
に
際
し
、
句
読
点

を
付
し
、
濁
点
を
補
い
、

適
宜
段
落
を
設
け
た
。
本

文
中
の
　
（
　
）
　
は
底
本
の

ま
ま
で
あ
る
。
誤
字
、
脱

字
そ
の
他
、
石
瀧
に
よ
る

詳
記
は
　
〔
　
）
　
で
く
く
っ

た
。
同
音
の
漢
字
を
通
用

し
た
場
合
は
い
ち
い
ち
註

記
し
な
か
っ
た
。
（
例
　
壮

志〔壮士〕）。
◇

　

　

◇

明
治
丁
丑

福
岡
表
著
聞
懐
旧
鞍
　
上

清
澄
野
生
編
述

第
一
回
　
発
端

回
顧
す
れ
ば
、
惟
時
明
治
六

年
巽
西
の
冬
、
征
韓
論
破
れ
、

西
海
武
晃
之
棟
梁
た
る
西
郷
、

相
野
、
篠
原
等
之
人
傑
が
蹟
然

冠
を
掛
て
故
山
に
帰
臥
せ
し

や
、
そ
れ
の
余
響
は
惹
き
て
翌

七
年
甲
戌
二
月
に
於
て
は
裂
て

以
て
佐
賀
之
乱
と
な
り
、
同
丙

千
十
月
に
到
り
て
は
熊
本
神
風

連
之
乱
と
な
り
、
踵
て
秋
月
及

萩
表
之
乱
と
は
な
り
、
遂
に
十

年
丁
丑
の
春
に
進
ん
で
は
、
我

が
福
岡
表
乃
至
西
南
之
一
大
乱

を
爆
発
せ
し
め
し
こ
と
と
は
な

り
し
な
り
。
然
り
而
し
て
、
そ

れ
の
気
炎
の
将
に
発
現
せ
ら
れ

ん
と
す
る
の
気
運
に
触
れ
、
天

下
憂
国
血
誠
の
士
は
、
足
を
踵

て
て
以
て
対
外
進
取
之
第
一
着

を
啓
ん
こ
と
を
想
ふ
は
、
国
民

と
し
て
男
児
と
し
て
自
ら
そ
の

赤
誠
に
漏
り
、
そ
の
精
気
に
奔

ら
ん
と
す
る
も
亦
偶
然
に
あ
ら

ざ
る
な
り
。

蕊
に
明
治
六
年
冬
征
韓
之
議

起
り
、
参
議
連
の
辞
職
よ
り
、

続
き
て
隣
県
た
る
佐
賀
之
変
に

及
ば
ん
と
す
る
や
、
当
時
我
福

岡
表
の
鉢
鴫
者
た
る
越
智
彦
四

郎
な
る
は
身
を
挺
し
て
起
ち
、

九
州
の
有
志
士
協
会
一
致
し
て

以
て
政
府
に
建
議
、
こ
の
廟
議

を
動
さ
ん
と
の
企
聖
を
懐
き
居

た
り
。
恰
も
前
参
議
江
藤
新
平

佐
賀
表
に
帰
り
来
り
て
、
何
か

事
を
発
せ
ん
と
す
る
の
挙
動
行

は
れ
し
や
、
殊
に
其
同
志
の
一

人
た
る
武
郎
小
四
郎
は
単
身
馳

せ
て
佐
賀
表
に
赴
き
、
同
県
大

層
石
井
竹
之
助
（
貞
輿
）
　
に
面

接
な
し
て
謀
る
所
あ
り
。
福
岡

表
を
根
拠
と
し
て
同
県
と
聯
絡

し
、
政
府
へ
建
議
を
し
、
事
穏

意
に
為
す
こ
と
あ
り
て
、
以
て

江
藤
旧
参
議
之
本
旨
の
在
る
所

を
授
け
、
対
外
宣
武
そ
の
征
韓

論
を
復
旧
せ
し
め
ん
事
を
誓
ひ

て
帰
り
来
る
。
そ
れ
の
準
備
を

お
さ
お
さ
着
手
し
か
か
り
つ
つ

あ
り
し
に
、
何
ぞ
図
ら
ん
、
爾

後
佐
賀
表
の
挙
動
た
る
や
、
端

な
く
出
張
熊
本
鎮
台
兵
と
の
間

に
於
て
戦
端
は
開
か
れ
、
そ
れ

の
宿
図
は
全
く
破
裂
し
て
奈
何

と
も
す
可
か
ら
ざ
る
の
形
勢
と

は
打
変
ぜ
し
な
り
。

右
の
佐
賀
表
の
挙
動
切
迫
す

る
に
随
ひ
、
有
志
富
川
太
一
郎
、

箱
田
六
輔
等
は
其
発
起
と
な
り

て
、
旧
武
義
、
併
心
隊
の
壮
志

を
福
岡
橋
口
町
勝
立
寺
へ
集
合

し
て
、
以
て
我
福
岡
士
旗
が
執

る
可
き
方
針
に
係
り
一
場
の
評

議
会
を
開
く
。
そ
の
敏
文
に
応

じ
て
来
り
集
る
壮
士
、
一
夜
三

百
余
人
に
及
ぶ
。
然
し
て
其
場

の
景
況
た
る
や
、
大
毎
に
其
議

論
を
異
に
し
、
更
に
適
従
す
る

処
を
知
ら
ざ
り
け
り
。
折
柄
、

三
木
五
六
郎
、
不
破
豊
吉
其
他

年
輩
者
も
そ
の
場
に
臨
ん
で
百

方
鎮
撫
し
、
決
し
て
軽
操
に
奔

ら
ず
、
飽
く
ま
で
も
自
重
を
旨

と
し
、
一
先
解
散
す
可
さ
を
諭

す
。
殊
に
旧
就
義
隊
の
壮
志
は
、

曾
て
三
木
が
そ
の
大
隊
長
よ
り

し
て
、
親
政
之
下
に
在
り
た
る

こ
と
な
り
し
か
ば
、
決
て
其
場

を
解
散
し
、
名
家
に
帰
り
指
図

を
待
つ
べ
き
の
所
と
は
な
り
し

な
り
。踵

て
追
討
の
大
号
令
は
換
発

せ
ら
れ
し
と
同
時
に
、
大
久
保

参
議
は
自
ら
九
州
に
下
り
、
処

治
す
る
所
あ
り
。
児
玉
陸
軍
少

佐
（
源
太
郎
伯
な
り
）
福
岡
表

に
来
り
て
、
旧
藩
隊
士
の
壮
者

よ
り
募
り
て
臨
時
鎮
撫
隊
を
組

織
す
。
依
て
彼
集
合
の
壮
士
連

は
率
ぬ
そ
の
募
り
に
応
じ
て
、

一
夜
の
内
に
数
隊
の
義
勇
兵
成

り
た
り
。

そ
れ
の
隊
兵
ハ
三
木
五
六

郎
、
不
破
豊
吉
へ
大
隊
長
、
矢

野
尋
六
郎
へ
大
隊
副
官
に
、
古

間
慎
吾
、
久
光
忍
太
郎
、
吉
田

新
太
郎
（
輔
次
郎
の
実
弟
）
、
川

越
庸
太
郎
、
吉
田
輌
次
郎
、
郡

利
等
へ
は
相
談
役
に
　
（
但
し
、

郡
利
、
吉
田
鞘
次
郎
は
戦
地
に

臨
ま
ざ
り
し
も
、
本
部
に
在
り

て
事
を
執
れ
り
）
、
越
智
彦
四

郎
、
箱
田
六
輔
、
村
上
彦
十
、

加
驚
議
、
生
〔
幾
〕
烏
龍

大
畠
太
七
郎
、
宮
川
太
一
郎
、

葉
山
守
、
母
里
崇
、
江
上
述
直
、

権
藤
貫
一
、
阿
部
武
三
郎
、
大

庭
弘
等
は
小
隊
長
或
ハ
半
隊
長

に
、
内
務
省
よ
り
命
令
あ
り
て
、

三
つ
瀬
水
無
口
、
中
原
口
の
両

道
よ
り
佐
賀
表
を
指
し
て
追
撃

す
る
の
所
と
は
な
り
た
り
。〔続く〕

賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い

「
玄
洋
社
記
念
館
」
は
、
昭

和
五
十
三
年
十
一
月
に
、
玄
洋

社
諸
先
覚
関
係
の
所
蔵
、
収
集

資
料
を
展
示
、
公
開
す
る
目
的

で
玄
洋
社
跡
に
開
館
。
昭
和
五

十
八
年
四
月
一
日
、
社
団
法
人

組
織
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

先
憂
後
楽
、
道
義
立
国
の
諸

先
覚
の
精
神
を
敬
仰
し
、
世
を

憂
う
る
方
々
に
よ
る
賛
助
会
員

制
を
採
っ
て
お
り
ま
す
。

何
卒
、
本
館
の
趣
旨
に
御
理

解
頂
き
、
賛
助
会
員
と
し
て
、

御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
顔

い
申
し
上
げ
ま
す
。

賛
助
会
員
は
、
個
人
年
一
口
、

一
万
円
。
団
体
“
法
人
年
一
口

三
万
円
（
口
数
は
随
意
で
す
）
。

〔
郵
便
振
込
〕
　
口
座
番
号
『
福

岡
7
～
2
0
7
3
8
』

〔
銀
行
振
込
〕
西
日
本
銀
行
赤

坂
門
支
店
　
普
通
預
金
口
座
番

号
『
0
1
4
0
0
4
7
』
玄
洋

社
記
念
館
宛

玄
洋
社
記
念
館
御
案
内

書
開
館
時
間
／
午
前
十
時
よ
り

午
後
五
時
ま
で

園
休
館
日
／
土
、
日
曜
・
祝
日

○
入
館
は
無
料


